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ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
へ
の
信
任
投
票
と
な
っ
た
中
間
選
挙
は
、
与

党
・
共
和
党
が
上
院
を
維
持
し
、
野
党
・
民
主
党
が
下
院
を
奪
取
す

る
結
果
に
終
わ
っ
た
。
爆
発
的
な
民
主
党
ブ
ー
ム
は
起
き
ず
、
共
和

党
の
底
堅
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
大
方
の
見
方
だ
ろ

う
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
へ
の
反
動
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
民
主
党
が
ど

う
次
に
生
か
す
か
。
そ
こ
が
カ
ギ
に
な
る
だ
ろ
う
。

工
業
、
農
業
、
宗
教
の
拠
点
に
見
る
変
化

中
間
選
挙
の
結
果
を
「
地
政
学
」
的
な
観
点
か
ら
分
析
し
、

２
０
２
０
年
大
統
領
選
の
行
方
を
占
っ
て
み
よ
う
。
今
回
の
中
間
選

挙
で
関
心
を
集
め
た
地
域
は
、①
北
東
部
や
中
西
部
の
工
業
地
帯「
ラ

ス
ト
ベ
ル
ト
」（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
や
オ
ハ
イ
オ
州
な
ど
）、
②
中

西
部
に
広
が
る
農
業
地
帯
「
コ
ー
ン
ベ
ル
ト
」（
ア
イ
オ
ワ
州
や
ミ

ネ
ソ
タ
州
な
ど
）、
③
南
部
を
東
西
に
横
断
す
る
保
守
地
盤
「
バ
イ

及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
論
説
副
委
員
長
）

トランプ政権

定点
観測

中
間
選
挙
か
ら
み
る
次
期
大
統
領
選

民
主
党
の
世
代
交
代
が
カ
ギ
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ブ
ル
ベ
ル
ト
」（
テ
キ
サ
ス
州
や
フ
ロ
リ
ダ
州
な
ど
）―
―
の
三
つ
だ
。

そ
れ
ぞ
れ
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

「
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
」
で
民
主
党
が
復
調

「
錆
び
つ
い
た
地
帯
」
と
い
う
名
称
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
鉄
鋼

で
栄
え
た
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
を
中
心
と
す
る
地
域
だ
。
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
や
ア
レ
ン
タ
ウ
ン
と
い
っ
た
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
の
鉄
鋼
都

市
は
製
造
業
で
の
外
国
企
業
と
の
争
い
や
、
産
業
構
造
の
変
化
か
ら

か
つ
て
の
勢
い
を
失
い
、
失
業
が
一
時
増
え
た
こ
と
か
ら
「
ラ
ス
ト

ベ
ル
ト
」（Rust Belt

）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

従
来
か
ら
大
統
領
選
の
激
戦
州
と
し
て
知
ら
れ
る
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
州
で
は
、
２
０
１
６
年
大
統
領
選
で
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝

利
し
た
こ
と
が
記
憶
に
新
し
い
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
は
１
９
９
２

年
大
統
領
選
以
、
民
主
党
候
補
（
ク
リ
ン
ト
ン
氏
、
ゴ
ア
氏
、
オ
バ

マ
氏
）
が
勝
利
し
て
い
た
が
、
24
年
ぶ
り
に
こ
れ
を
覆
し
た
。
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
に
加
え
、
自
動
車
産
業
の
中
心
で
あ
る
ミ
シ
ガ
ン
州

や
オ
ハ
イ
オ
州
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
と
い
っ
た
「
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
」

で
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
勝
利
が
大
統
領
選
の
勝
敗
を
決
し
た
と
い
う
の

が
当
時
の
分
析
で
、
今
回
の
中
間
選
挙
で
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い

た
。結

果
は
、
下
院
選
挙
区
が
18
あ
る
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
で
は
、
民

主
党
が
新
た
に
４
選
挙
区
で
共
和
党
の
議
席
を
奪
取
。
共
和
党
が
民

主
党
か
ら
奪
取
し
た
選
挙
区
は
１
つ
だ
っ
た
。
ま
た
、
ミ
シ
ガ
ン
州

で
は
中
心
都
市
デ
ト
ロ
イ
ト
近
郊
か
ら
内
陸
の
州
都
ラ
ン
シ
ン
グ
に

つ
な
が
る
２
選
挙
区
で
民
主
党
が
奪
取
し
た
。
ミ
シ
ガ
ン
州
も
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
州
と
同
じ
く
１
９
９
２
年
以
降
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利

す
る
ま
で
は
民
主
党
候
補
を
支
持
し
て
き
た
民
主
党
地
盤
だ
。
そ
の

意
味
で
は
、
流
れ
は
再
び
民
主
党
へ
と
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
。た

だ
し
、
過
去
の
大
統
領
選
で
命
運
を
左
右
し
て
き
た
オ
ハ
イ
オ

州
、
共
和
党
の
地
盤
で
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
は
一
部
苦
戦
が
伝

え
ら
れ
た
共
和
党
が
現
有
議
席
を
維
持
し
、
大
き
な
波
乱
は
起
き
な

か
っ
た
。
と
く
に
オ
ハ
イ
オ
州
で
は
４
選
挙
区
で
激
戦
が
伝
え
ら
れ

た
が
、
い
ず
れ
も
共
和
党
が
大
差
で
勝
利
し
た
こ
と
は
、
民
主
党
が

こ
の
地
帯
で
失
地
回
復
に
は
成
功
し
た
も
の
の
、
新
た
な
支
持
層
を

広
げ
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

「
コ
ー
ン
ベ
ル
ト
」
は
共
和
党
失
速

中
西
部
の
東
側
が
主
に
工
業
地
帯
な
の
に
対
し
、
西
側
に
広
が
る

コーンベルト

バイブルベルト

ラストベルト
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草
原
地
帯
は
「
コ
ー
ン
ベ
ル
ト
」（Corn Belt

）
と
呼
ば
れ
る
。
ア

イ
オ
ワ
州
や
ミ
ネ
ソ
タ
州
、
イ
リ
ノ
イ
州
は
主
食
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
大
豆
な
ど
の
穀
物
の
一
大
生
産
拠
点
で
、
米
国
の
「
穀
物
倉

庫
」
で
も
あ
る
。
一
帯
の
穀
物
集
積
場
と
し
て
栄
え
た
イ
リ
ノ
イ
州

シ
カ
ゴ
に
あ
る
シ
カ
ゴ
商
品
取
引
所
は
世
界
の
穀
物
市
場
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
先
物
商
品
取
引
所
と
し
て
知
ら
れ
る
。

「
コ
ー
ン
ベ
ル
ト
」
が
こ
の
中
間
選
挙
で
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
の

は
、
米
中
貿
易
戦
争
で
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
高
関
税
政
策
に
対
し
、
中

国
が
大
豆
な
ど
の
穀
物
に
報
復
関
税
を
か
け
て
対
抗
し
た
た
め
だ
。

米
国
の
農
産
品
の
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
中
国
か
ら
事
実

上
、
締
め
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
農
業
州
か
ら
は
貿
易
戦
争
へ
の

不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
保
守
的
な
地
方
の
農
家
は
共
和

党
支
持
者
が
多
い
が
、
貿
易
戦
争
が
投
票
行
動
に
変
化
を
与
え
る
か

ど
う
か
が
注
目
さ
れ
た
。

ア
イ
オ
ワ
と
イ
リ
ノ
イ
の
２
州
を
見
る
限
り
、
共
和
党
の
劣
勢
は

明
ら
か
だ
。
ア
イ
オ
ワ
州
と
い
え
ば
、
共
和
、
民
主
両
党
が
大
統
領

候
補
を
決
め
る
予
備
選
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
党
員
集
会
が
開
か
れ
る

こ
と
で
注
目
度
が
高
い
が
、
全
４
選
挙
区
中
、
民
主
党
が
３
選
挙
区

で
勝
利
し
、
共
和
党
が
３
選
挙
区
を
占
め
た
選
挙
前
の
構
成
議
席
を

一
気
に
逆
転
し
た
。
勝
ち
残
っ
た
共
和
党
議
席
は
最
も
地
方
の
選
挙

区
を
地
盤
と
す
る
キ
ン
グ
下
院
議
員
だ
け
だ
。
ま
た
、
イ
リ
ノ
イ
州

で
は
全
18
選
挙
区
の
う
ち
、
２
選
挙
区
で
民
主
党
が
新
た
に
議
席
を

奪
取
し
て
13
議
席
に
伸
ば
し
、５
議
席
の
共
和
党
と
の
差
を
広
げ
た
。

一
方
、
同
じ
農
業
州
で
も
ミ
ネ
ソ
タ
州
（
全
８
選
挙
区
）
で
は
、

民
主
党
と
共
和
党
が
そ
れ
ぞ
れ
２
選
挙
区
で
議
席
を
奪
取
し
、「
引

き
分
け
」
で
終
わ
り
、
勢
力
も
民
主
５
議
席
、
共
和
３
議
席
の
ま
ま

だ
。
米
メ
デ
ィ
ア
が
投
票
日
に
実
施
し
た
出
口
調
査
の
州
別
で
は
、

こ
れ
ら
３
州
の
う
ち
、
唯
一
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
よ
れ
ば
、「
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
通
商
政
策
」
に
よ
る
影
響
に
つ

い
て
、「
傷
つ
い
て
い
る
」（
悪
い
影
響
が
あ
る
）
と
の
回
答
は
35
％

あ
っ
た
一
方
、「
助
か
っ
て
い
る
」（
良
い
影
響
が
あ
る
）
が
26
％
、「
影

響
は
な
い
」
が
33
％
で
、
６
割
の
家
庭
に
は
ダ
メ
ー
ジ
が
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

コ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
住
人
は
信
仰
心
が
あ
り
、
保
守
的
で
勤
勉
な
伝

統
的
な
ア
メ
リ
カ
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
農
村
部
の
人
口
の

ほ
と
ん
ど
は
白
人
で
も
あ
る
。
知
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
「
貿
易

戦
争
の
影
響
が
出
て
く
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
道
徳
心
へ
の
抵
抗
感
が
保
守
層
の
一
部
に
も
広
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。 

コ
ー
ン
ベ
ル
ト
で
の
共
和
党

の
失
速
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
通
商
政
策
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
の

は
確
か
だ
ろ
う
。

地
殻
の
微
動
が
始
ま
っ
た
「
バ
イ
ブ
ル
ベ
ル
ト
」

２
０
２
０
年
の
大
統
領
選
を
占
う
う
え
で
、
最
も
動
向
が
注
視
さ

れ
た
の
が
、
西
は
テ
キ
サ
ス
州
か
ら
東
は
フ
ロ
リ
ダ
州
に
つ
ら
な
る

「
バ
イ
ブ
ル
ベ
ル
ト
」（B

ible B
elt

）
で
あ
る
。
南
部
一
帯
は
キ
リ
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ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
中
で
も
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
や
福
音

派
な
ど
が
信
仰
に
熱
心
な
土
地
柄
で
知
ら
れ
る
。
南
部
は
奴
隷
制
を

支
持
し
て
き
た
名
残
で
か
つ
て
は
民
主
党
の
牙
城
だ
っ
た
が
、
同
党

が
公
民
権
運
動
に
取
り
組
む
過
程
で
白
人
有
権
者
層
が
共
和
党
へ
と

移
行
し
た
。
南
部
は
白
人
だ
け
で
な
く
黒
人
の
信
仰
心
も
厚
い
。

南
部
が
近
年
、
と
り
わ
け
注
目
を
浴
び
る
の
は
、
中
南
米
か
ら
移

民
が
大
量
に
流
入
し
、
人
口
動
態
を
著
し
く
変
化
さ
せ
て
い
る
こ
と

に
起
因
す
る
。
例
え
ば
テ
キ
サ
ス
州
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

時
代
は
民
主
党
の
地
盤
だ
っ
た
が
、
１
９
７
２
年
大
統
領
選
の
ニ
ク

ソ
ン
氏
以
降
、
南
部
出
身
の
カ
ー
タ
ー
氏
を
除
い
て
一
貫
し
て
共
和

党
の
大
統
領
候
補
が
勝
利
し
て
き
た
。
圧
倒
的
な
人
口
の
白
人
が
支

持
基
盤
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
中
南
米
系
の
移
民
の
急
増
に
伴
い
、
人
口
動
態
も
変

化
す
る
。
米
国
勢
調
査
局
に
よ
る
と
、
テ
キ
サ
ス
州
の
中
南
米
系
人

口
は
１
９
９
０
年
に
は
26
％
だ
っ
た
が
、
２
０
０
０
年
に
32
％
、

２
０
１
０
年
に
38
％
、
２
０
１
７
年
は
40
％
と
増
え
続
け
、

２
０
２
２
年
に
は
人
種
別
で
最
大
勢
力
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
米
ラ
イ
ス
大
学
の
調
査
で
は
、
２
０
４
０
年
時
点
の
公
立
学

校
へ
の
入
学
者
は
、２
０
１
０
年
に
比
べ
て
白
人
は
15
％
減
少
す
る
。

ち
な
み
に
中
南
米
系
は
２
１
３
％
増
だ
と
い
う
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
今
回
の
中
間
選
挙
で
注
目
し
て
い
た
の
が
、

テ
キ
サ
ス
州
７
区
と
32
区
だ
。
と
も
に
共
和
党
の
現
有
議
席
を
民
主

党
が
奪
取
し
た
。
７
区
は
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
郊
外
、
32
区
は
ダ
ラ
ス
郊

外
で
、
と
も
に
中
南
米
系
人
口
が
多
い
地
域
で
知
ら
れ
る
。
知
人
の

米
シ
ン
ク
タ
ン
ク
研
究
員
は
、
白
人
の
人
口
比
率
が
低
下
し
続
け
、

中
南
米
系
（
ア
ジ
ア
系
も
台
頭
し
て
い
る
）
が
上
昇
し
続
け
れ
ば
、

「
２
０
２
０
年
は
無
理
で
も
、
近
い
将
来
、
テ
キ
サ
ス
州
は
共
和
党

か
ら
民
主
党
の
地
盤
に
移
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
大
統
領

選
は
民
主
党
一
強
の
時
代
に
入
る
」
と
予
測
す
る
。

と
は
い
え
、
興
味
深
い
の
は
、
中
南
米
系
が
こ
ぞ
っ
て
民
主
党
支

持
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
点
だ
。テ
キ
サ
ス
州
選
出
の
上
院
選
で
は
、

保
守
系
右
派
の
運
動
体
「
茶
会
（
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
）」
の
支
持

を
得
る
共
和
党
の
現
職
テ
ッ
ド
・
ク
ル
ー
ズ
上
院
議
員
が
苦
戦
の
末
、

辛
勝
し
た
。
得
票
率
は
51
％
で
ク
ル
ー
ズ
氏
の
前
回
２
０
１
２
年
選

挙
の
57
％
を
大
き
く
下
回
る
。
民
主
党
は
６
年
前
の
41
％
か
ら
今
回

は
48
％
ま
で
伸
ば
し
て
肉
薄
し
た
。

た
だ
し
、
米
メ
デ
ィ
ア
の
出
口
調
査
に
よ
れ
ば
、
上
院
選
で
の
中

南
米
系
の
投
票
者
は
26
％
で
、
う
ち
64
％
が
民
主
党
の
オ
ル
ー
ク
氏

に
投
票
し
た
も
の
の
、
35
％
は
ク
ル
ー
ズ
氏
に
投
票
し
て
い
る
。
民

主
党
が
中
南
米
系
の
票
を
一
手
に
掌
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
証

左
だ
ろ
う
。
中
南
米
系
票
の
争
奪
戦
は
、
と
く
に
メ
キ
シ
コ
国
境
沿

い
で
残
る
共
和
党
地
盤
の
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
今
後
の
動
向
に
も
影
響
を

与
え
る
。
今
回
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
選
出
の
上
院
選
で
は
民
主
党
が
奪
取

し
て
お
り
、
２
０
２
０
年
大
統
領
選
で
ど
う
い
う
結
果
が
出
る
か
。

南
部
の
勢
力
図
を
一
変
す
る
か
、
踏
み
と
ど
ま
る
か
の
分
岐
点
に
な

ろ
う
。
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２
０
２
０
年
へ
決
め
手
欠
く
民
主
党

２
０
２
０
年
大
統
領
選
で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
再
選
さ
れ
る
、
と

予
測
す
る
人
の
多
く
は
、
民
主
党
に
有
力
対
抗
馬
が
な
く
、「
選
択

と
集
中
」
と
い
う
点
で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
有
利
だ
か
ら
だ
、
と
い
う
説

を
唱
え
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
支
持
基
盤
を
突
き
動
か
す
強
い
訴

求
力
を
持
っ
た
政
治
家
だ
。オ
バ
マ
前
大
統
領
に
引
け
を
取
ら
ぬ「
グ

レ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」
と
指
摘
す
る
専
門
家
も
い
る
。
前

回
の
「
定
点
観
測
」
で
指
摘
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
最
終
盤
で
の

追
い
上
げ
が
、
民
主
党
の
「
ビ
ッ
グ
・
ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」
を
押
し

戻
し
た
と
い
う
見
方
は
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
南
米
か
ら
押
し
寄
せ
る

移
民
集
団
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
へ
の
強
硬
な
対
応
策
は
、
民
主
党
支
持

層
や
中
間
層
の
反
発
を
買
っ
た
と
は
い
え
、
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
コ

ア
層
に
は
拍
手
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
層
が
再
び
投
票

所
に
向
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
民
主
党
勝
利
の
雪
崩
現
象
を
食
い
止
め

た
と
も
言
え
な
く
は
な
い
か
ら
だ
。

果
た
し
て
こ
う
し
た
個
性
的
で
、
民
主
党
の
コ
ア
層
を
結
集
で
き

る
逸
材
が
民
主
党
に
い
る
だ
ろ
う
か
。
次
期
大
統
領
選
候
補
に
挙
が

る
の
は
、
オ
バ
マ
政
権
の
副
大
統
領
だ
っ
た
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
氏

や
、
２
０
１
６
年
大
統
領
選
予
備
選
で
民
主
党
候
補
の
座
を
ヒ
ラ

リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
元
国
務
長
官
と
争
っ
た
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー

ス
上
院
議
員
、
も
し
く
は
女
性
で
リ
ベ
ラ
ル
派
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・

ウ
ォ
ー
レ
ン
上
院
議
員
ら
だ
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
大
統
領
選
の
指
名

争
い
が
始
ま
る
来
年
に
は
70
代
前
半
か
ら
後
半
だ
。

出
口
調
査
に
よ
る
と
、18
歳
か
ら
44
歳
ま
で
の
若
年
・
青
年
層
（
全

体
の
35
％
）
の
61
％
が
民
主
党
候
補
に
投
票
し
た
。
次
期
議
会
の
平

均
年
齢
は
48
歳
で
、
新
人
96
人
中
25
人
が
40
歳
以
下
だ
。「
ピ
ン
ク
・

ウ
ェ
ー
ブ
」
と
呼
ば
れ
た
女
性
旋
風
は
、
民
主
党
の
女
性
当
選
者
が

少
な
く
と
も
１
０
５
人
に
達
す
る
。
共
和
党
は
19
人
に
と
ど
ま
る
。

ベ
テ
ラ
ン
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
候
補
者
が
せ
っ
か
く
巻
き
起

こ
っ
た
新
風
を
代
弁
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

民
主
党
は
今
回
の
中
間
選
挙
で
確
か
に
「
波
」
を
起
こ
し
た
か
も

し
れ
な
い
し
、
女
性
や
若
者
が
支
持
し
た
こ
と
も
確
か
だ
ろ
う
。
だ

が
、
過
去
に
は
、
２
０
１
０
年
の
よ
う
に
オ
バ
マ
大
統
領
へ
の
強
い

反
動
か
ら
共
和
党
保
守
派
の
コ
ア
の
部
分
を
中
核
に
全
米
に
広
が
っ

た
「
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
よ
う
な
草
の
根
の
運
動
体
が
組
織
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
オ
バ
マ
大
統
領
を
誕
生
さ
せ
た
と
き
の

よ
う
な
「
多
文
化
連
合
」
が
前
面
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
。

民
主
党
内
に
は
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
選
出
の
ス
ロ
ベ
ニ
ア
系
女
性
の
エ

イ
ミ
ー
・
ク
ロ
ブ
シ
ャ
ー
上
院
議
員
（
58
）、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

司
法
長
官
を
経
て
政
界
入
り
し
た
イ
ン
ド
系
女
性
の
カ
ー
マ
ラ
・
ハ

リ
ス
上
院
議
員
（
54
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
市
長
を
経
験
し

た
ア
フ
リ
カ
系
男
性
の
コ
ー
リ
ー
・
ブ
ッ
カ
ー
上
院
議
員
（
49
）
ら

が
「
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ー
」
と
し
て
名
前
が
あ
が
る
が
、
い
ず
れ
も

知
名
度
は
低
く
、
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
る
。
足
り
な
い
の
が
、
そ
の
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旗
振
り
役
で
あ
り
、
民
主

党
を
結
集
さ
せ
る
ス
ロ
ー

ガ
ン
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
ま
ず
試
さ
れ
る

の
が
、
11
月
下
旬
に
行
わ

れ
る
民
主
党
下
院
の
新
指

導
部
選
び
だ
。
２
０
０
６

年
中
間
選
挙
で
の
民
主
党

勝
利
で
初
の
女
性
下
院
議

長
と
な
っ
た
ナ
ン
シ
ー
・

ペ
ロ
シ
氏
、
下
院
ナ
ン

バ
ー
２
の
院
内
総
務
の
ス

テ
ニ
ー
・
ホ
イ
ヤ
ー
氏
、

黒
人
の
院
内
幹
事
の

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
レ
イ

バ
ー
ン
氏
は
い
ず
れ
も
70

代
後
半
だ
。
現
時
点
で
は

ペ
ロ
シ
体
制
が
継
続
し
、

来
年
１
月
の
次
期
議
会
に

は
下
院
議
長
に
返
り
咲
く

見
通
し
だ
が
、
党
内
に
は

「
女
性
や
非
白
人
は
い
て

も
年
齢
構
成
が
い
び
つ

だ
」
と
の
声
も
あ
る
。

中
間
選
挙
の
出
口
調
査
に
よ
れ
ば
、
ペ
ロ
シ
氏
を
評
価
す
る
回
答

は
31
％
に
と
ど
ま
り
、
評
価
し
な
い
回
答
は
56
％
に
達
し
た
。
女
性

の
黒
人
、
マ
ル
シ
ア
・
フ
ァ
ッ
ジ
下
院
議
員
は
「
民
主
党
の
多
様
性

を
反
映
し
て
い
な
い
」と
不
満
を
述
べ
て
い
る
。反
ペ
ロ
シ
派
の
テ
ィ

ム
・
ラ
イ
ア
ン
下
院
議
員
も
「
党
内
は
変
革
を
求
め
て
い
る
」
と
刷

新
を
要
求
す
る
構
え
だ
。

ペ
ロ
シ
氏
が
続
投
す
る
場
合
で
も
正
式
に
は
来
年
１
月
に
決
ま
る

が
、「
ワ
シ
ン
ト
ン
に
新
し
い
風
を
起
こ
す
」
と
訴
え
て
当
選
し
た

新
人
議
員
の
う
ち
少
な
く
と
も
10
人
が
ペ
ロ
シ
体
制
に
反
対
す
る
姿

勢
と
い
う
。
一
方
で
、
党
全
体
を
束
ね
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
が
ほ

か
に
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
も
事
実
だ
。
ペ
ロ
シ
体
制

は
、
ブ
ッ
シ
ュ
元
政
権
に
対
峙
す
る
議
会
運
営
を
徹
底
し
、
オ
バ
マ

大
統
領
を
誕
生
さ
せ
た
実
績
を
持
つ
。
今
回
、
ペ
ロ
シ
氏
ら
は
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
疑
惑
追
及
の
最
前
線
に
立
ち
、
政
権
と
は
妥
協
し
な

い
姿
勢
で
臨
む
方
針
だ
。
老
獪
な
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
対
決
す
る
民

主
党
の
次
期
下
院
執
行
部
人
事
は
、
そ
の
方
向
性
を
定
め
る
重
要
な

選
挙
と
な
る
。
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